
概　　　　要

【結論】
本研究より先行研究データと比較し、西伊豆
地区の身体機能の低下が著明であり、低活動
が起因の1つとなっている事がわかった。今後
は、より起因を追求し活動量を上げるために
one teamで活動していきたいと考えておりま
す。
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【研究背景】
内容:670例の維持血液透析患者に対して、患
者背景・BMI・GNRI・握力・膝伸展筋力・通常
歩行速度・SPPBを調査した。
結果:参照
【研究目的】
高齢化が著しい西伊豆地区の外来透析患者の
身体機能及び栄養状態を先行研究と比較し、
その特徴と傾向を明らかにする
【研究方法】
参照
【結果】
GNRI・BMIから低栄養は示されなかった。
握力・歩行速度では先行研究と比較して低値
を示し、カットオフ値も下回った。また、
70・80歳代での低下を示した。
膝伸展筋力では検査方法が異なっており、バ
ンド固定なしでの方法となっているため参考
値として扱い、結果として全年齢層で先行研
究・カットオフ値と比較し低値を示した。
SPPBでは70代から80代にかけての低下を示し
た。
【考察】
西伊豆地区において高齢化が著しい事がわ
かった。また、全国の透析患者割合でも西伊
豆地区の高齢化が示された。透析患者に関し
て低活動が示唆されており、平均年齢54.9歳
のデータでは、45%が座りがち(寝たきり)であ
り、5000歩/日未満となっている報告1)や透析
日の時間的制約や倦怠感によって非透析日と
比べて少ないと報告2)されている。本研究の
結果として先行研究より身体機能の低下がわ
かったことから低活動が起因の一つになって
いると考える。また、西伊豆地区の地域特性
として急傾斜地域が多いことやスーパーなど
が遠く、移動手段が主に車であることから歩
行機会が減少しているなどの要因も考えられ
る。
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